
ごあいさつ 

 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災によりお亡くなりになりました方のご冥福をお祈り申

し上げますとともに、被災された皆様、そのご家族の方々に対しまして、改めまして心よりお見舞い申

し上げます。 

先の大震災により東北地方では多くの交通網や土木インフラが甚大な被害を受けました。しかし関

係機関が被災直後から調査に着手し、早期復旧に取り組んだ結果、道路や鉄道等の早期復旧を果たし、

その後の本格復旧においても、市民の皆様の復興に向けた取り組みに貢献すべく努力してまいりました。 

土木学会東北支部では、各機関の協力を得て、土木分野の震災復興への取り組みを広く市民の皆様

に知っていただきたく、このパネル展を企画いたしました。ぜひとも皆様にご覧いただき、土木へのご

理解を頂くとともに、これからの本格復興に向けての一助になれば幸いです。 

 

    公益社団法人土木学会東北支部 

支部長  鈴 木 基 行 
（東北大学大学院工学研究科教授） 

 

                         

 

土木学会は、1914 年（大正 3 年）に創立し、 

本年 11 月 24 日で 100 周年を迎えます。 

 

 

 

 

 

同時開催： 

土木コレクション 2014 HANDS in 仙台駅 

 

 土木コレクションとは、土木の仕事の魅力や奥深さを知っていただくため、近代日本を築いてきた構

造物の貴重な手書きの図面や資料を一般公開するものです。明治期から昭和初期、土木エンジニアは高

い志と熱意、プライドを持って国土づくりに取り組んできました。この時代のエンジニアによる手書き

の図面からは先人たちの意志と当時の技術の高さが伝わってきます。 

 創立 100 周年を迎える 2014 年、北海道から沖縄までの事例を集めることができました。6 月 3 日～9

日には、せんだいメディアテークにて、東北 6 県のパネル 18 枚を初公開、全国からセレクトした 44

枚のパネルを展示し、約 2300 名の皆様にご来場いただきました。 

 このたびは東北支部主催「復興パネル展」に同時開催として、宮城県のパネルをはじめとして 7 枚

の HANDS のパネルを展示致します。 

 土木の仕事の奥深さ、魅力の一端をご覧いただければ幸いです。 

 

     公益社団法人土木学会 創立 100 周年記念事業実行委員会 市民交流部会長 

土木コレクション小委員会 委員長 島谷 幸宏 

 

 

【問合せ先】 

公益社団法人土木学会東北支部    一般社団法人東北地域づくり協会 

電話 022－222－8509     〒980-0871 仙台市青葉区八幡一丁目 4-16 

URL http://www.jsce.or.jp/branch/tohoku/  電話 022-268-4711（担当：地域事業部） 

 

土木コレクション HANDS＋EYES  

特設 HP http://dobokore.jsce.or.jp/ 


